
令和 7 年度 第 1 回理事会 

 

日 時：令和 7 年 6 月 13 日(金) 19：00～ 

場 所：長崎大学医学部保健学科、Web（Zoom） 

出席者：川原，柳田，本田，新貝，田中陽，大賀，雄鹿，小路永，松﨑，中川，渡部，瀬川，

竹内，西山，有田，松本幸，松本華 

欠席者：池山，沖田，池田，松本，田中貴，原田，川副，古川，鹿谷，松木，松尾，大石，

平瀬，片岡，中村，坂本，濱本，渋谷，城谷，吉岡，西，藤原，前田 

※敬称略 

 

 

議 題： 

1．令和 7 年度前期事業計画 

1）事務局： 

① 会員動向の把握(正会員  727  名，準会員 104 名，合計 831 名) 

正会員（ 727 名） 

1 期 17 名，2 期 14 名，3 期 22 名，4 期 21 名，5 期 17 名，6 期 22 名，7 期 17 名，

8 期 20 名，9 期 20 名，10 期 21 名，11 期 16 名，12 期 20 名，13 期 20 名，14 期

20 名，15 期 16 名，16 期 22 名，17 期 19 名（医療短大：324 名） 

保 1 期 18 名，保 2 期 21 名，保 3 期 21 名，保 4 期 20 名，保 5 期 18 名，保 6 期

18 名，保 7 期 21 名，保 8 期 20 名，保 9 期 15 名，保 10 期 18 名，保 11 期 18 名，

保 12 期 19 名，保 13 期 16 名，保 14 期 14 名，保 15 期 18 名，保 16 期 20 名，

保 17 期 16 名，保 18 期 13 名，保 19 期 19 名，保 20 期 20 名  

（保健学科：  363 名） 

院生１期 5 名，院生 2 期 8 名，院生 3 期 1 名，院生 4 期 2 名，院生 5 期 4 名，院

生 6 期 1 名，院生 7 期 5 名，院生 8 期 2 名，院生 9 期 0 名，院生 10 期１名，院生

11 期 1 名，院生 12 期 3 名，院生 13 期 1 名，院生 14 期 0 名，院生 15 期 4 名，院

生 16 期 0 名，院生 17 期（ 2 ）名，（院生： 40 名） 

準会員（  104  名） 

保 21 期 20 名，保 22 期 25 名，保 23 期（  28 名），保 24 期（  28 名） 

院生 18 期 1 名，院生 19 期生（ 2 名） 

 

 

② 理事会・総会の開催 

令和 6 年度総会・・・出席者 82 名、委任状 349 名  計 431 名  

（総会成立：402 名以上） 



 

 

2）学術部：令和 7 年度卒後セミナーの開催 

鶴崎俊哉先生退職記念講演・・・参加者 166 名（会場 112 名、オンライン 54 名） 

  

 

令和 7年度同門会卒後セミナー案 

①がんリハビリテーションの最前線 

講師: 中野 治郎 先生（関西医科大学） 

講師: 福島 卓矢 先生（関西医科大学） 

がんや化学療法によって生じる複雑な障害について、疫学・病態メカニズムからリハビリ

テーションの実践と最新知見を提供いただく。 

 

②症例報告の再考 

講師: 石垣 智也 先生（畿央大学） 

話題提供: 同門会員から 2名 

症例・事例検討（ケースカンファレンス）や症例・事例報告（ケースレポート）の進め方・

考え方に加えて，リハビリテーションの質の向上につなげていくプロセスを実践例を通

して提供いただく。 

 

福島先生はご快諾、中野先生は 6月末までにご返答予定。 

 

検討内容 

・がんリハは最後は H27に話題提供あり 

・「がんリハの現状と課題」領域が広く、中野先生にどこにフォーカスを当ててお話しい

ただくか。 

→急性期における中等度～高度負荷の運動療法について 

  →ホスピス系？同門会員ではホスピスを主体にリハしているスタッフは少なそう 

  →中野先生がしゃべりやすい領域で話していただくのがいいのでは。 

 →概論に近い内容で話すのがいいのではないか 

  →がんサバイバーの症状別での話題提供 

  →着眼点を広く持つべきというメッセージ性を伝えられたらいいのではないか？ 

  →運動療法腫瘍学が最近はトピックである 

→案①の方針、周術期は除外し、それ以降のがんと運動療法というテーマでお願いする 

・福島先生：上記のテーマでの課題に対する取り組みとして研究を紹介するという方針 

 



3）厚生部：令和 7 年度懇親会の開催 

鶴崎俊哉先生退職記念セレモニー：参加 85 名 

 

→昨年度の総括： 

当日の流れ（反省点） 

・花束記念品の対応→他の係を含め人員配置が必要であった 

・セミナーの終了時刻が早まり、その後の対応に苦慮した 

・会場であるにっしょうかんの対応者は、連絡遅延があった 

・バスを使うという点では時間を気にしないといけなかった 

 

→今年度の予定： 

セミナー後の懇親会を予定している 

場所：宝来軒でいいか？→人数さえ入れば宝来軒の方向で。100 人程度入ると思われるので

大丈夫ではないか。 

 

→記念品： 

USB の発注をするが予算的に大丈夫か？→予算に入っているので構わない 

個数：5 年分で 100 個（前回）→今回も 100 個で、3 年ごとに購入 

 ※届く場所は保健学科助教室で 

 

4） 広報部 

① 同門会ホームページの更新（旧保健学科棟のイメージから教育棟に変更していく

次回理事会までに更新予定） 

② ホームページのドメイン料は 2300 円/年を 4 月 4 日に納入済 

③各 SNS（Facebook・X・LINE 公式アカウント）の管理･運営及びコンテンツの更新

（理事会の模様やセミナーの案内など） 

※LINE 公式アカウントの無料配信は月に 200 名まで、現在 196 名が登録されてお

り、今後登録が増加した場合は配信が有料となるため、LINE での配信を終了し、

Instagram のアカウントを作成し配信していくかどうか？ 

→新たな作成は一旦無しで 

 

④長崎県理学療法士協会への卒後セミナーの広報依頼 

⑤令和 7 年度卒後セミナー報告の執筆依頼を予定 

 

 

 



5）機関誌編集部：理学療法探求第 28 巻の発行 

・執筆作業にかかわる謝金について 

 

→理学療法探求執筆への報酬をつけるのはどうか。 

経緯：期限遅延する際にボランティアで書いていただいている場合催促しづらい 

→報酬を出すのであれば、字数等にかかわらず一律に？ 

 職位によって変えるのはどうか？ 

 県士会は 5000 円/page, max5 万円（一律） 

 転載許可等考慮すると報酬は必要ではないか 

 講師費用は 5 万円、交通費を自費にして、執筆料に充てる？（交通費を自費にすれば 1，2 万浮く

予想） 

 契約書を作成するなら：転載許可は執筆者にお願いしていますという文言、サインが必要か 

 金額案→年度またがず同時期に支払う 

外部：講演 4 万、執筆 3 万、交通費は自費 

     内部：講演 1 万、執筆 1 万、交通費は自費 

 執筆経験がない人にお願いをする場合は指導者も検討する必要があるのではないか。 

 

  

令和 7 年度 第 1 回同門会理事会 会計報告 

 

令和 7 年 6 月 12 日時点 

＜一般会計＞ 

【収入の部】 

同門会費          690,000（23/28 名分） 

メディカルオンライン 7,231 

合計          697,231 

【支出の部】 

雑費        220 

通信運搬費     220 

合計               440      

 

総残高    2,004,993 

（前年度残高 1,308,202） 

 

＜特別会計＞ 

【収入の部】 

合計          0 

【支出の部】 

合計             0 

 

総残高    2,856,748 

（前年度残高 2,856,748） 

 



【議題】 

・同門会費の入金、振込方法 

・報償費に関して 

 

 

→ZOOM のアカウントが今年度から経費がかかりそう。 

ZOOM のアカウントを同門会名義（設備費）で登録する？（月毎？年毎？） 

利用規約として、ひとつのアカウントを複数人で使うのは良くない。 

→年間契約で会計係の名義で登録 

 

→同門会費の入金振込み方法を 

銀行振り込み以外にできないか（振込用紙や領収書の発行に人員を要すため） 

→振込用紙等が必要であれば支払者に申し出てもらう 

→領収書は振り込んだ証明（振込時）があれば十分→領収書も適宜で ok 

 

→報償費について 

働いた人に渡せるように同門会理事として働いた日は各自メモして松﨑さんに報告する。 

報償費は回数？時間？→回数 

 

 

 

その他 

 

→今後の検討課題 

・名誉会員、特別会員の定義 

・卒後セミナーに点数をつけることはできないか。 

 

 



令和6年度会計報告および令和7年度予算案　（R7.03.31現在）

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算 備考 項目 予算 備考

同門会費 840,000 867,000 会員29名 印刷代 150,000 88,000

メディカルオンライン 7,737 消耗品 20,000 32,695

医学中央雑誌 1,320 通信運搬費 80,000 46,466

会員176名参加予定 講師謝金 80,000 80,000

セレモニー参加
85名（学生31名）

旅費交通費 100,000 20,155

6000円×54名 施設使用料 50,000 0

預金利息 914 食料費 30,000 8,740

特別会計からの繰越金 0 雑費 15,000 52,244

総合計 990,000 1,200,971 報償費 115,000 99,000

設備費 100,000 21,268

【収支】 セレモニー関連費用 0 488,000

項目 予算 特別会計への繰越金 250,000 250,000

前年度残高 1,293,799 1,293,799 総合計 990,000 1,186,568

今年度収入 990,000 1,200,971

今年度支出 990,000 1,186,568

収支 0 14,403

総残高 1,293,799 1,308,202

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算 項目 予算 備考

一般会計からの繰越金 250,000 250,000 一般会計への繰越金 0 0

預金利息 1,205 寄附金 0 0

その他 0 総合計 0 0

総合計 250,000 251,205

【収支】
項目 予算
前年度残高 2,605,543 2,605,543

今年度収入 250,000 251,205

今年度支出 0 0

収支 0 251,205

総残高 2,855,543 2,856,748

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算案 備考 項目 予算案

同門会費 840,000 会員28名分 印刷代 120,000

卒後セミナー参加費 150,000 会員1500円 消耗品 20,000

総合計 990,000 通信運搬費 50,000

講師謝金 80,000

旅費交通費 140,000

【収支】 施設使用料 50,000

項目 予算案 食料費 30,000

前年度残高 1,308,202 雑費 150,000

今年度収入 990,000 報償費 200,000

今年度支出 990,000 設備費 50,000

収支 0 特別会計への繰越金 100,000

総残高 1,308,202 総合計 990,000

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算案 備考 項目 予算案 備考

一般会計からの繰越金 100,000 一般会計への繰越金 0

総合計 100,000 総合計 0

【収支】
項目

前年度残高 2,856,748

今年度収入 100,000

今年度支出 0

収支 100,000

総残高 2,956,748

卒後セミナー参加費   150,000 324,000
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令和 7 年度 執行部・理事・各期代表者 

 

 

 

役 氏名 所属 卒業期

会長（理事） 本田　祐一郎 長崎大学生命医科学域・保健学系 保4期

副会長（理事） 柳田 頼英 長崎大学生命医科学域・保健学系 保3期
　

監事 片岡　英樹 長崎記念病院 14期
監事 坂本　淳哉 長崎大学生命医科学域・保健学系 16期

会計（理事） 松﨑　敏朗 長崎原爆病院 保10期
書記（理事） 吉岡　元 長寿苑 保9期
書記（理事） 竹内 里奈 長崎大学病院 保14期
事務局長 小路永　知寿 長崎原爆病院 保8期
学術部長 西 祐樹 長崎大学生命医科学域・保健学系 保10期
厚生部長 瀬川 凌介 佐世保市総合医療センター 保13期
広報部長 田中　陽理 長崎記念病院 保5期

機関誌編集部長 新貝 和也 霧ヶ丘つだ病院 保5期

卒業期 氏名 所属 担当

1期 池山　睦子 光晴会病院

2期 沖田　実 長崎大学生命医科学域・保健学系
3期 池田　章子 重工記念長崎病院
4期 松本　真一郎 徳洲会病院
5期 田中　貴子 長崎大学生命医科学域・保健学系
6期 原田　直樹 長崎北病院
7期 川副　巧成 クローバー
8期 古川　裕 上戸町病院 　　
9期 鹿谷　洋志 重工記念長崎病院
10期 松木　八重
11期 松尾　亜弓
12期 大石　麻衣子
13期 平瀬　達哉 神奈川県立保健福祉大学　リハビリテーション学科

14期 片岡　英樹 長崎記念病院 監事
15期 中村　眞須美 重工記念長崎病院
16期 坂本　淳哉 長崎大学生命医科学域・保健学系 監事
17期 濱本　寿治 百合野病院
保1期 川原 侑子 介護保健施設　恵仁荘
保2期 城谷　武明 三原台病院
保3期 柳田 頼英 長崎大学生命医科学域・保健学系 理事・副会長
保4期 本田 祐一郎 長崎大学生命医科学域・保健学系 理事・会長
保5期 田中　陽理 長崎記念病院 理事・広報部長
保6期 大賀　智史 神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　

保7期 雄鹿　彩佳 長崎諫早原爆病院 理事
保8期 小路永　知寿 長崎原爆病院 理事・事務局長
保9期 吉岡　元 佐世保中央病院 理事・書記
保10期 松崎　敏朗 長崎原爆病院 理事・会計
保11期 中川　晃一 長崎記念病院 理事

保12期 渡部翼 　　　　　　 一宮西病院 理事

保13期 瀬川 凌介 佐世保市総合医療センター 厚生部長
保14期 竹内　里奈 長崎大学病院 理事・書記
保15期 西山　心 みなとメディカルセンター
保16期 藤原　優大 長崎大学病院
保17期 前田 俊輔 （株）クリーク・アンド・リバー社　ビジネス・エクスペリエンス・グループ

保18期 有田 翔 長崎大学病院
保19期 松本 幸則 長崎大学病院
保20期 松本 華奈 長崎原爆病院

執行部

各期代表


